
No.34           仁了寺からのお知らせ ‐1‐       2025/05 

仁
了
寺
日
誌 

◆

2

月

15

日
（
土
） 

長
島
組
地
区
同
朋
研
修
会
（
北
部
）
開
催
。
加
藤
博

さ
ん
、
伊
藤
繁
男
さ
ん
、
住
職
参
加
。
講
師
は
荒
山

優
師
（
名
古
屋
市
）。
講
題
は
「
耳
目
開
明―

い
ま
、

つ
う
じ
あ
う
心
と
言
葉
」
参
加
者
34

名
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
於
・
樂
圓
寺
） 

◆

2

月

23

日
（
日
・
祝
） 

「
同
朋
の
会
㊱
」
開
催
。
５
名
参
加
。
お
題
は
「
５

色
の
仏
旗
に
つ
い
て
」。 

月
例
寺
院
役
員
会
開
催
。 

◆

3

月

2

日
（
日
） 

春
季
永
代
経
清
掃
奉
仕
。
年
番
、
役
員
。 

◆

3

月

12

・

13

日
（
水
・
木
） 

春
季
永
代
経
法
要
勤
修
。
12

日
は
お
勤
め
後
、
桑

名
市
防
災
課
・
藤
井
一
隆
氏
よ
り
「
防
災
講
演
」
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
長
島
町
北
部
の
災
害
の
歴
史
、

地
域
ご
と
の
「
災
害
弱
者
」
情
報
の
共
有
を
始
め
と

す
る
、
日
頃
の
備
え
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

13

日
に
は
渡
邊 

誉
師
が
「
私
た
ち
の
自
分
中
心

の
心
が
迷
い
の
因
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
死
ぬ
ま

で
直
ら
な
い
こ
と
を
仏
さ
ま
に
教
え
て
い
た
だ
く
。

『
今
、
浄
土
を
い
た
だ
い
て
生
き
る
』
と
は
、
生
活

の
中
で
教
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
自
分
を
発
見
す

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
機
会
が
今
日
の
永
代

経
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

◆

3

月

15

日
（
土
） 

長
島
組
地
区
同
朋
研
修
会
（
南
部
）
開
催
。
加
藤
博

さ
ん
、
伊
藤
繁
男
さ
ん
、
住
職
参
加
。
講
師
は
大
橋

尚
代
師
（
大
垣
市
）。
講
題
は
「
誰
を
も
敬
う
」
参

加
者
43

名
。 

 
 

 
 

 
 

（
於
・
野
亨
寺
） 

◆

4

月

13

日
（
日
） 

長
島
組
門
徒
会
研
修
会
③
開
催
。
浅
野
武
男
さ
ん
、

住
職
参
加
。
講
師
は
中
川
和
子
師
（
四
日
市
市
）。

24

名
参
加
。 

 
 

 
 

 
 

（
於
・
仁
了
寺
） 

◆

4

月

27

日
（
日
） 

「
同
朋
の
会
㊲
」
開
催
。
10

名
参
加
。
お
題
は
「
朱

印
に
つ
い
て
」。 

月
例
寺
院
役
員
会
開
催
。 

◆

5

月

10

日
（
土
） 

「
長
島
組
聞
法
大
会
第
５
回
」
開
催
。
講
師
は
荒
山 

信
師
（
名
古
屋
市
）。
住
職
参
加
。
参
加
者
26

名
。 

 
 

 

（
於
・
野
亨
寺
） 

 

         

◆
仏
具
御
寄
贈 

２
０
２
５
年 

株 

か
と
う
仏
壇 

様
（
弥
富
市
） 

3

月 

春
季
永
代
経
法
要 

本
堂
内
陣
用
朱
色
蝋
燭…

一
式 

年
中
行
事
予
定 

◇ 

同
朋
の
会 

＊
偶
数
月
第
三
ま
た
は
第
四
日
曜
日 

※
テ
キ
ス
ト
は
用
意
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
も
自
由
に
ご 

参
加
く
だ
さ
い 

6

月

22

日
（
日
） 

午
後

7

時 
 

 

開
始 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後

8

時

30

分
終
了 

8

月

24

日
（
日
） 

午
後

7

時 
 

 

開
始 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後

8

時

30

分
終
了 

以
上 

◇ 

ラ
ジ
オ
体
操
の
つ
ど
い 

 
 

 
 

 
 

（
千
倉
、
下
坂
手
、
上
坂
手
、
杉
江
な
ど
） 

7

月

21

日
（
月
）
～

8

月

1

日
（
金
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
前 

６ 

時

30

分
よ
り 以

上 

   

◇ 

盂
蘭
盆
会
（
う
ら
ぼ
ん
え
）

法
要 

・
逮
夜
（
た
い
や
）
・
午
後
の
お
参
り
を
逮
夜
と
も
う
し
ま
す
。

8

月

14

日
（
木
） 

午
後

1

時

30

分
開
始 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

午
後

3

時
頃 

 

終
了 

・
日
中
（
に
っ
ち
ゅ
う
）・
午
前
の
お
参
り
を
日
中
と
も
う
し
ま
す
。 

8

月

15

日
（
金
） 

午
前

9

時

30

分
開
始 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

午
前

11

時
頃 

 

終
了 

◇ 

秋
季
永
代
経
法
要 

9

月

12

日
（
金
） 

午
後

1

時

30

分
開
始 

午
後

4

時
頃 

 

終
了 

 
 

法
話 

龍 

茂
樹 

師
（
大
垣
市 

善
念
寺
住
職
） 

9

月

13

日
（
土
） 

午
後

1

時

30

分
開
始 

午
後

4

時
頃 

 

終
了 

 
 

法
話 

住 

職 

以
上 



No.34           仁了寺からのお知らせ ‐2‐       2025/05 

「
正
信
偈
（
し
ょ
う
し
ん
げ
）
」
の
お
は
な
し
⑧ 

① 

帰
命
無
量
寿
如
来
（
む
り
ょ
う
じ
ゅ
に
ょ
ら
い
に 

き
み
ょ
う
し
） 

② 
南
無
不
可
思
議
光
（
ふ
か
し
ぎ
こ
う
に 

な
む
し
た
て
ま
つ
る
） 

か
ら
始
ま
る
「
正
信
偈
」
は
、
親
鸞
聖
人
の
主
著
で

あ
る
『
教
行
信
証
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
偈
文
（
げ

も
ん
）
仏
の
教
え
を
た
た
え
る
歌

」
で
、「
お
経
（
お
釈
迦
さ
ま

直
接
の
説
法
）
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
式
に
は
「
正
信

念
仏
偈
（
し
ょ
う
し
ん
ね
ん
ぶ
つ
げ
）
」
と
い
い
、「
念
仏

の
教
え
を
正
し
く
受
け
と
め
、
確
か
め
、
伝
え
る
歌
」

と
し
て
、
漢
詩
の
形
に
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

       

親
鸞
聖
人
は
「
正
信
偈
」
を
お
作
り
に
な
っ
た
意

図
を
「
お
釈
迦
さ
ま
が
説
か
れ
た
『
仏
説
無
量
寿
経
』 

と
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
３
カ
国
に
出
ら
れ
た

７
人
の
高
僧
の
ご
解
釈
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
に
届

け
ら
れ
て
い
る
念
仏
の
教
え
を
、
生
き
る
全
て
の

人
た
ち
と
共
に
聞
い
て
、
確
か
め
、
そ
の
こ
と
を
共

に
喜
び
、
歌
い
た
い
の
で
す
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
「
み
な
共
に
歌
う
（
お
勤
め
す
る
）
」
こ
と

を
前
提
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
の
が
「
正
信
偈
」
な

の
で
す
。 

 

親
鸞
聖
人
が
亡
く
な
ら
れ
て
１
５
２
年
経
っ
て

お
生
ま
れ
に
な
っ
た
本
願
寺
第
８
代
蓮
如
上
人
（
１

４
１
５—

１
４
９
９
）
が
聖
人
の
願
い
に
立
た
れ
て
、
み

な
が
共
に
歌
っ
て
お
勤
め
出
来
る
よ
う
「
正
信
偈
」

「
念
仏
・
和
讃
」
に
節
を
付
け
て
儀
式
の
様
式
を
整

え
て
下
さ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
作
詞
の
親

鸞
聖
人
、
作
曲
の
蓮
如
上
人
。
私
た
ち
が
歌
っ
て
お

２
人
の
願
い
が
成
就
さ
れ
、「
正
信
偈
」
が
完
成
す

る
の
で
す
。 

     

と
こ
ろ
で
１
９
７
４
年
に
は
「
親
鸞
聖
人
御
誕

生
８
０
０
年
」
の
記
念
事
業
と
し
て
真
宗
十
派
共

通
勤
行
「
和
訳
正
信
偈
」
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
始
ま
り
の
２
句
を 

① 

ひ
か
り
と
い
の
ち 

き
わ
み
な
き 

② 

阿
弥
陀
ほ
と
け
を 

仰
（
あ
お
）

が
な
ん 

「
極
ま
り
な
い
、
ひ
か
り
（
智
慧
＝
仏
の
さ
と
り
）

と
、

い
の
ち
（
慈
悲
＝
仏
の
お
し
え
）

で
あ
る
阿
弥
陀
仏
を
、

お
敬
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
「
正
信
偈
」
は
「
私
、
親
鸞
は
こ
の
よ
う
に

南
無
阿
弥
陀
仏
を
受
け
と
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
、
親

鸞
聖
人
の
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

永
代
経
懇
志 

志
納
（
２
０
２
５
年
２
月
以
降
） 

２
０
２
５
年 

4

月 

伊
藤 

五
郎 

様
（
長
島
町
福
吉
） 

住
職
か
ら 

２
０
２
３
年
３
月
～
４
月
に
京
都
・
本
山
東
本

願
寺
で
厳
修
さ
れ
た
「
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８

５
０
年
慶
讃
（
き
ょ
う
さ
ん
）

法
要
」
が
、
三
重
教
区

（
三
重
県
内
２
１
１
ヵ
寺
、
約
１
９
、
０
０
０
門
徒
世
帯
）

で
は
、
２
０
２
６
年
３
月
と
５
月
に
勤
ま
り
ま
す
。 

詳
細
は
同
封
の
『
慶
讃
ニ
ュ
ー
ス
３
号
』
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ト
ッ
プ
に
は
前
責
任
役
員
の
浅
野
武

男
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。（
写
真
も
っ
！
）
ご
一
読
く
だ
さ
い
。 

三
重
県
は
南
北
に
長
く
、
中
勢
か
ら
、
松
阪
、
伊

勢
、
志
摩
ま
で
寺
院
が
所
在
し
て
い
ま
す
。
４
０
０

年
前
か
ら
伊
勢
の
道
場
と
し
て
護
持
さ
れ
て
き
た

桑
名
の
御
坊
さ
ん
に
、
２
時
間
以
上
か
け
て
参
詣

さ
れ
る
同
行
が
今
も
大
勢
お
ら
れ
ま
す
。
教
え
に

遇
っ
て
「
自
分
に
出
遇
い
直
す
こ
と
が
で
き
た
慶

び
」
が
、
生
き
る
力
と
な
っ
た
先
輩
方
が
お
ら
れ
た
。 

今
、
そ
の
歴
史
に
私
た
ち
が
出
遇
い
直
す
機
会

が
こ
の
度
の
法
要
で
す
。
３
月

に
は
長
島
か
ら
松
阪
行
き
の
貸

切
バ
ス
が
用
意
さ
れ
そ
う
で

す
。（
現
在
未
定
）
ぜ
ひ
、
ご
一
緒

に
参
り
ま
し
ょ
う
。
ご
予
定
く

だ
さ
い
。 


